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取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラごさ"いまず。 

A 敬化 I 電気製品はま全のためのを意事項を守5ないと、 

レ日で I 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取り扱いかたを示しています。 
この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、 
いつでも見5れるところに必ず保管してください。 
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この説明書は、ち紙70%切上の再生紙と、 
V0C (揮発性有機化合物)ゼ□植物油型ィ 
ンキを使用しています。 


么警告安をのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、まちびった使いかたを 
すると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ずお 
守り < ださい。 

•ま全のためのま意事項を守る 
•定期的に点検ずる 

1年に1度は、電源プラグ部に異常びないか、故障したまま使用していないか、また、電源プラグ部とコ 
ンセントの間にほこりびたまっていないか、などを点検してください。 

•故障した目使わない 

動作びおかしくなったり、本機び破損しているのに気づいたら、ずぐにソニーの相談窓口にご相談くださ 
い。 

♦万一、異常び起きた目 

本機はコンセントの近くでお使いください。本機をご使用中、不具合び生じたときは、ずぐに電源プラグ 
をコンセントから抜き、電源を遮断してください。 


〇電源プラグをコンセントか S 巧く 

カーバッテリーコードを シガ レッ トライ ターソケット 
,か5巧く 

〇ソニーの相談窓□に相談ずる 



警告表示の意な 

取扱説明書および製品では、次のよラな表示をしています。表示の内容をよく理解してか5本又をお読 
み < ださい。 


A 敬化 I この表示の注意事項を守らないと、火災•感電などにより死こや大けびなど人身事故の原因と 
巡目 °1なります。 

I A :壬叫 この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故によりけびをしたり周辺の家財に損害 
I 心王'音、 I を与えたりすることびあります。 


注意を促ず記号 


行為を禁止ずる記号 

0 ( S ) 0 

禁止 分解禁止風呂•シャワー室 

での使用禁止 


行為を指示ずる記号 

运〇 

プラグをコン 指示 
セントから巧く 


么警告 ASs 

' 、 ■ 感電 义災 


下記のま意事項を守5ないと、 乂災*感電に より 
死 t や大けび の原因となりまず。 


パンマーなどでたたいたり、踏みつけたり、落下させるなどの衝撃や 
力を与えない 

分解や改造をしない 

义災や感電の原因となりまず。 

内部の点検や修理はソニーの相談窓□にご相談ください。 


0 

禁止 


分解禁止 


指定がのバッテリー(電池)を使わない 

火災やけびの原因になることびあ0ます。 

内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因とな0まず。万一、水や異物び入ったとさは、電源 
プラグをコンセントか日抜いて、ソニーの相談窓口にご相談ください。 


0 

禁止 


0 

禁止 


水-ミ毎水-牛乳-清涼飲料水-石驗水などの液体で本機やバッテリーをめ 
5さなし、 

感電の原因となりまず。 


0 

禁止 


電源プラグは根元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全でずと、発火、感電の原因となり、やけどやけびをする恐れびあります。 


〇 


水のある場所に置かない 

本機やバッテ U - に水び入った D 、 めれたり、風呂場で使ったりすると、义がや感電の 
原因となりまず。 


0 

風呂•シャヮー室 
での使用禁止 


义のそばや炎天下、高ミ品になった車の中などで放置したり、巧電したり 
しない 

を険防止の保護回路び壊れることびあ0ます。 


0 

禁止 


電源コード/力ーバッテリーコード ( DCC - VQI ) を傷つけない 

電源コード/力ーバッテリーコードを傷つけると、火災や感電の原因となることびあり 
ます。 

• 電源コード/カーバッテ U —コードは加工したり、傷つけたりしない。 

• 重いものをのせた0引っ張った0しない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• 電源コード/カーバッテリーコードをおくときは、必ずプラグを持っておく。 

万一、コードび傷んだ5、使用を中止し、ソニーの相談窓口へご相談<ださし、。 


0 

禁止 


A ぐ； た下記の注意事項を守 5 なし、と、 けび をしたり周辺の家財に損害を 
/: \ J 王 '百、与えたりずることびありまず。 


水滴のかかる場所など、湿気のをい場所やほこり、油煙、湯気のをい場所では 
使わない 

上記のよ5な場所で使5と、火災や感電の原因となることびありまず。 

めれた手でバッテリー、本機をさわ6ない 

感電の原因となることびあ0ます。 


0 

禁止 


0 

禁止 


使用しないときは、電源コード/力ーバッテリーコード （ DCC - VQI ) をはずず 

使用しないとさは電源コードをコンセントから、カーバッテ U - コードをシガレットライ 
ターソケットから抜き、バッテ U —対まずして保管してくださし、。火災の原因となること 
びあ0ます。 


运 

プラグをコン 
セントから巧く 


安定した場所に置< 

ぐ5ついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品び落ちてけびの原因となることびあ 
0ます。 


〇 

指巧 


コード類は正しく配置ずる 

電源コード/力ーバッテ U —コードや接続コードは足に引っかけた0して引っぱると製品 
の落下や転倒などによりけびの原因となることびあるため、充分ま意して接続-配置して 
ください。 


〇 

指巧 


通電中の本機、巧電中のバッテリーや製品に長時間ふれない 

温度び上びることびあります。長時間皮膚びふれたままになっていると、低温やけどの原 
因となることびあ0ます。 


0 

禁止 


本機を巧団などでおおったが態で使わない 

熱びこもってケースび変形した0、火災の原因となることびありまず。 


0 

禁止 


巧用上のご注意 

本機は防じん、防滴、防水仕様ではありません。 
巧電について 

• 必ず ソニー 製純正ノ ':ッテリーをお使いください。 

• 専用バッテ U —切外の充電には使わないでください。 

• バッテリーはしっかり取り付けてください。 


充電するときの温度 

• バッテ U —の性能を充分に凳揮させるためには、 ] 日む〜30むでの充電をおすすめします。また、周囲の温度 
び低くなるほど充電しにくくなります。 

• 本機は急速充電对応でずび、上記の推賀温度範囲外で充電すると、バッテ U —保護のために充電時間び長くな 
ることびあります。一度充電時間び長くなると、周囲の温度げ推奨温度範囲になっても急速充電には戻りませ 
ん。バッテ U —を取0付けなおして、再び充電しなおして<ださい。 


置いてはいけない場所 

使用中、保管中にかかわらず、なのような場丽こ置かないでくださし、故障の原因になります。 

• 異常に高温になる場所 

ー ダッシュボードの上など直射日光の当たる場所や、熱器具の近くには置かないでください。炎天下や夏場の 
窓を閉め切った自動車内は特に高温になります。放置すると変おしたり、故障したりすることびあります。 

• 激しい振動のある場所 
• 強力な磁気や放射線のある場所 
• 砂地、砂浜などの砂ぼこりのをい場所 

-海辺や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、砂びかからないよラにしてくださし、故障の原因にな 
りまず。 

使用について 

• 本機を壁との隙間などの狭い場所に設置して使巧しないでください。 

• 充電するときは、バッテリーを本機にしっかり取り付けてください。 

• 強力な電波を出すところや放射線のある場所で使わないで<ださい。 

ビデオカ;><ラなどび正しく録画-再生できないことびあります。 

• 強い衝撃をちえたり、落としたりしないでください。 

• TV や AM ラジオやチューナーの近くで使わないでください。 

TV やラジオ、チューナーに雑音び入ることびありまず。 

• 本機はコンセントの近くでお使いください。本機は充電ランプび消えていても電源か b 遮断されていません。 

本機をご使巧中、不具をび生じたときは、すぐに電源プラグをコンセントか5扳き、電源を遮断してください。 

• 本機や接続コードの接点部に他の金属類び軸れないよラにしてください。ショートすることびあります。 

• 本機を海外旅行ち用の電モ式変圧器 （ トラベルコンバーター)に接続しないでください。発熱や故障の原因とな 
0ます。 

• 使用後は必ず電源コードをコンセントから损いておいて<ださい。损くとさは電源プラグを持って巧いてくだ 
さい。 

• 水の入ったものや花瓶等を本撒の上にのせないでください。 

• 充電中および充電直後のバッテ U —または本機は、あたたかくなる場合びあります。 

• 充電したバッテリーは本磯か5取りはずしてください。そのまま取り付けていると、バッテリーの寿命を損なラ 
ことがあります。 

力ーバッテリーコード ( DCC - VQI ) 使用について 

• 本機は 12 V または 24 V バッテ U - 使用の自動車専用です。 

• 自動車には、マイナスアースの車とプラスアースの車とびあります。本機はマイナスアース車専用です。 

• 自動車のエンジンをかけたままでお使いください。エンジン停止の状態で使いますと、自動車のバッテ U —び使 
用でさなくなることびあります。 

• 使用後は必ずカーバッテリーコードをシガレットライターソケットから抜いておいてください。损くとさはプ 
ラグを持って抜いてください。 

お手入れについて 

• 汚れびついたときは、柔5かい巧やテイッシュペーパーなどで、されいに拭さ取ってください。 

• ミちれびひどいとさは、水でラすめた中性洗剤に柔らかい巧をひたし、固くしぼってか5ミちれをなさ取0、乾いた巧 
で仕上げてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでください。変質したり、塗装を傷めたりすることびあります。 

• 化学ぞラさんをご使用の隙は、そのを意書さに従ってください。 

• 殺虫剤のような揮発性のものをかけたり、ゴムやビニール製品に長時間接触させると、変質したり、塗装を傷めた 
0することびあります。 


各部のなまえ 


端子シャツター 


ス□ッ 卜田 
DC 入力 

( DCC - VQ 1 専用) 


DC 出力 
巧電ランプ田 



ス□ット回 
巧電ランプ 图 
出力切替スイッチ 
巧電モード切替スイッチ 


表示窓 

ス□ツト表示ランプ 
表示切曾ボタン 


表示窓の表示 

InfoLITHIUM (インフオリチウム)表示 


WARNING 表示 ~ 

TIMETOCHG 
(巧電)表示 

時間/ LOG 表ル- 


-1 


二 WAITING 
: WARNING 


■ BATTERY LIFE (使用可能時間)表示 
—— VCR/CAMERA 表示 


[ yCR / CAMERA ]^ 


BATTERY LIFE ] 


riME TO CHG 
JORMALFUUJ 




ir/MES 




NORMAL! 一 実用巧電表。 
FULL 1 一満巧電表示 


バッテリーマーク 


AC - VQ 1051 D は次のようにお®いに 
なれまず 

ご家庭や車内で使えまず。付属の電源コードはコンセントにつなぎまず。 

力ーバッテリーコード ( DCC - VQ 1) は自動車巧のシガレツトライターソケットにつなざまず。 

(マイナスアース車専用） 

• 付属の接続コードを使い、ソニー製機器（ビデオカメラなど)を動作させる。 

• ソニー製 U チャージャブルバッテ U - パック （ L シ U - 刀の充電器として使う。 

-充電終了を充電モード切曽スイッチで r 満充電」または r 実用充電」に設定でさます。お急ぎのときは「実用充電」 
に設定して、各バッテ U —を実用充電で終了することびできます。 

• "インフォリチウム"バッテ U —を装着した場をは、し^下の機能び働きます。 

-急速充電びでさます。 

(通常充電（ビデオカメラ本体を使った充電など)より早く充電することびできます。） 

- "BATTERY LOG " と充電情報を表おできます。 

バッテ U —の使用履歴や、充電状況を表示します。 

-総充電時間、充電回数、最終使用年月 
-使用可能時間、充電終了までの時間 


• 本機は J 」 チウムイオンタイプのバッテ U —用です。二カドタイプ、ニッケル水素タイプのバッテリーの充 
電には使えません。 

• 機器（ビデオカメラなど）によっては使えないものもあります。お使いになる前に、お手持ちの磯器をお確 
かめ < ださい。 


InfoLITHIUM (インフォリチウム）バッテリーとは 

"インフォ U チウム"バッテ U —に対応した機器との間で、バッテ U — の使用状況に関ずるデータ通信をす 
る機能を持った新しいタイプのリチウムイオンバッテリーです。本機は"インフォリチウム"バッテ U — 

( L シ U —ズ)対応です。"インフォリチウム"バッテリーには®ゎゎ□コび付いています。 

" InfoLITHIUM " ("インフォ U チウム"）はソニー株式尝社の商標です。 

"BATTERY LOG " ("パッテリー□グ "） とは 

バッテ U —に記録されている使用履歴を表示します。 

• 総充電時間 
• 充電回数 
• 最終使用年月 

(表示はあくまで目安です。バッテ U —により表示でさる内容に制限びあ0ます。） 

使用可能時間表示についてのごま意(必ずお読みください） 

本機は充電器として使用中、下の条件を満たせば、充電の状況確認やノ くッテ U —の情報の目安を表示しま 
す。 

• "インフォ U チウム"バッテ U —を使用している。 

• お手持ちのビデオカ;>^ラなどび"インフォ|」チウム"対応機種である。 

お手持ちのバッテリーにのゎゎ□ゴび付いているかご確認ください。また、お手持ちのビデオカ >(ラな 
どの取扱説明書で"インフォ U チウム"対応機種かどうかご確認くださし、。 

複数の"インフォ1」チウム"対応のビデオカ^ラなどをお使いの場合は、最後にバッテ1」一を取り付けてし、 
た機器での情報を表示します。 

‘‘8八11£3丫1_〇6"(‘‘バッテ11-11]グ"）は、リチャージャブルバッテ|」ーパック^-ド970、 NP - F 770、 NP - 
F 570 び巧象です。その他のバッテ U —は対応していないなど、表示内容に制限びあります。 


接続コードをつないで®う 

電源コードと力ーバッテ U - コード ( DCC - VQ 1) を同時に接続された場合は、力ールツテ U - コードの入力 
び優先されまず。 

ご使用の機器（ビデオカメラなど)の取扱説巧書ちあわせてご覧ください。 




1出力切替スイッチを rVCR / CAMERAj にずる。 

2 電源コード、または力ーバッテリーコードを本体につなぐ。 

3 コンセント、またはシガレットライターソケットへつなぐ。 

「ピーッ」という音びして、表示窓に表示びでます。 


4 接続コードを DC 出力へつなぐ。 

5 接続コードをビデオカメラへつなぐ。 

接続コードの取り付け方向については、ビデオカメラなどの取扱説巧書をご覧ください。 


接続コード DK -21 5での接続例 接続コード DK -41 5での接続例 



ごま意 

• ビデオカメラなどを使用中に、出力切替スイッチを 「 CHARGE 」 にすると、ビデオカメラなどへの電源の供給は中 
断されます。 

• rVCR / CAMERA 」 のモードでは、本徽こバッテ U - を取り付けても充電することはで定ません。 

• ビデオカ;ラなどの映像び乱れるとさは、本機をお使いの機器から離してください。 

• 接続コード DK -415 は、 U チャージャブルバッテ1」ーパック （ L シ U —ズ)対応機器のみ使用でさます。お手持ち 
の機器をお確かめください。 

• イラストは、デジタル HD ビデオカメラレ〕ーダー HDR - AX 2000の接続例です。 


バッテリーを巧電ずる 

電源コードと力ーバッテリーコード （ DCC - VQ 1) を同時に接続された場 S ま、力ーパッテリーコードの入力 
が優先されまず。 



1巧電モード切替スイッチを 「 NORMALCHARGE 」 または 「 FULLCHARGE 」 に設 
定ずる。 

満充電する場合は 「FULL CHARGE 」 に設定してください。 

実用充電で充電完了とする場合は 「NORMAL CHARGE 」 に設定してください。 

詳しくは「充電モードの切り誓えについて」をご覧ください。 

2 出力切替スイッチを 「 CHARGE 」 にずる。 

3 電源コード、またはカーバッテリーコードを本体につなぐ。 

4 コンセント、またはシガレットライターソケットにつなぐ。 

「ピーッ」という音びして、表示窓に表示びでます。 

5 バッテリーを取り付ける。 

「バッテ U —の取0付けかたと、取0はずしかた」を参照して取0付けてください。充電び始まると、表 
示窓のバッテ U —マークび順番に点滅し、充電ランプび点灯します。 

6 巧電終了後、バッテリーを取りはずず。 

充電モード切誓スイッチで設定した充電終了条件で充電を終了します。充電ランプび消灯したら充電 
終了です。充電終了については「充電モード切り誓えについて」を参照してください。 

「バッテリーの取り付けかたと、取0はずしかた」を参照して、取りはずしてください。 

充電モード切り替えについて 

充電の終了には、実用充電と満充電びあります。充電モードは、本機の充電モード切誓スイッチで切り誓え 
ることびでさます。 


実用充電 
(NORMAL 
CHARGE ) 

充電されるとバッテ U —マークびち図の表示になります。 

満充電で終了するよりもバッテリーの状態をより良く保つ 
ことび可能ですび、使用可能時間び若干短くなりまず。 

NORMAL 

dm 


満充電 

満充電で充電を終了すると、バッテ U —マークびち図の表示 

FULL 

(FULL 

になりまず。実用充電よ0使用可能時間び若干長<なりま 

oKTi 

CHARGE ) 

すび、充電時間ち長くなります。 


2個のバッテリーを同時に取り付ける 

本機は同時に2個のバッテ U —を取り付けることびできます。どち5か1個でも充電でをます。同時に取り 
付けた場を、ス□ット田に取り付けたバッテ U —か5充電されます。 

また、同時に取り付けない場合は、ス□ット田、回に関わ5ず、先に取り付けたバッテ U - か5充電されま 
す。 


ご注意 

• 2個のバッテ U —を取り付けることびでさますび、同時に実用充電することはでさません。 

• 充電モード切替スイッチを 「FULL CHARGE 」 に設定した場合、先に取り付けたバッテ U - から順に実用充電まで 
充電した後、2個のバッテ IJ 一び同時に満充電まで充電されます。 

バッテリーの取り付けかたと、取りはずしかた 

取り付けかた 取りはずしかた 

〇本機の上にバッテリーを置く。 パッテリーを取り付けたときと反対の方向にスラ 

〇矢印の方向にバッテリーをスライドさせる。 イドさせ、賣上に持ち上げる。 

端子シャッターび完全に隠れるまでスライド 
して < ださし、。 



ご注意 

•バッテ1」一をつかんで、本機を持ち上げないでください。 

• 端子シャッターには衝撃をちえないでください。バッテ U —を取り付けるときなどは、ぶつけないよラ、特にご 
ミ主意ください。 

• バッテ U —を取り付けるとさや、取りはずすとさに指をはさまないようごを意ください。 




































































































































まなバッテリーの巧電時間 

急速充電 



NP - F 970 

NP - F 770 

NP - F 570 

実用充電時間 

約285分 

約185分 

約110分 

満充電時間 

約345分 

約245分 

約170分 


• 本機を使用し、使い切ったバッテリーを25での室温で充電したとさの時間です。 

• 周囲の温度やバッテ U —の状態によっては、上記の時間と異なる場合びあります。 

急いで使いたいとき 

パッテ U —は、充電び完了する前でわ必要なとさに取りはずして使えます。ただし、充電時間によってお使 
いになれる時間び異なります。 

ご注意 

• 充電中に出力切醬スイッチを 「 VCR / CAMERA 」 にすると、充電は中断されます。 

• 充電ランプび点打しなかったり点滅したとさは、バッテリーびしっかり取り付けられているか確認してくださ 
し、しっかり取り付け5れていないと、充電されないことびあります。 

• "インフォリチウム"バッテ U - l ；! 外のバッテリーは、急速充電できません。 

• 充電モード切替スイッチを 「NORMAL CHARGE 」 に設定した場をは、実用充電で終了し、満充電までの充電は行 
いません。 

• 充電モードの切り替えは、各モードでの充電終了前であれば可能です。 

充電中に何か異常びあると、充電ランプび点滅し、表示窓に" WARNING " と表示されます。 

詳しくは「故障かな？と思ったら」をお読みください。 


巧電のが巧を確認ずる 

充電を開始すると、表示窓に使用可能時間び表示されます。 

使用可能時間はビデオカメラのビューファインダーを使って撮影した場合の使用可能時間の目安です。液 
晶画面を使ラと、使用可能時間は短< なります。 

ご使用のビデオカメラによっては、使用可能時間び表示されないことびあります。詳しくは、 r 使用可能時間 
表示についてのごま意」をお読みください。 

巧電中の表示内容の切り替えには2通りの方法びありまず。 

充電中の表示内容の切り誓えには、自動的に切り誓わる表示と、表示切誓ボタンを巧すことで切0誓わる表 
示の2通りびあります。ス□ット表示ランプの点抑ま、表示しているバッテ U - 情報のス□ット番号を示し 
ています。 


ここではス□ット田に最初にバッテ U - を取り付け、次にス□ット图にバッテ U - を取り付けた場合を例 
I し71^します。 


巧電中に表示内容が自動的に切り替わる。 


① 


@ 


⑤ 



® 使用可能時間 

はじめに取り付けたノ くッテ U —の使用可能時間で 
す。 

充電する前にお使いだった"インフォリチウム"対応 
のビデオカメラなどに取り付けたとさの使用可能時 
_間です。_ 

©使用可能時間 

あとか5取り付けたノ（ッテリーの使用可能時間で 
す。 


® 巧電時間 

ス□ッ ト 田と回のバッテ U —の満充電び終了する 
までの I -ータル時間です。 

巧電モード切誓スイツチび 「NORMAL CHARGE 」 の 
場合は、実用充電び終了するまでの時間び表示され 
ます。 


巧電中に表示切替ボタンを巧ず。 

充電中に表示切誓ボタンを巧すと 、 "BATTERY LOG " を表示することびでをます。表示切誓ボタンを押すご 
とに、下記のように表示び切り誓わります。 

表示切誓ボタンを押してか5約5秒び経過ずると、バッテ U —の使用可能時間を表示し、使用可能時間と充 
電び終了するまでの時間の表示を自動的に切り誓えまず。 


① 


③ 


③ 


@ 


感 


® 



©総巧電時間 

はじめに取り付けたバッテ U —の総充電時間です。 
最初に充電してか5のおおよその総充電時間を表示 
_します。最ル単位は5時間です。_ 

③巧電回数 

はじめに取り付けたノ くッテ U —の充電回数です。 
最初に充電してか5のおおよその充電回数を表示し 
ます。最ル単位は5回で、5の倍数で表示されます。 
継ぎ足し充電をしたとさや途中で充電を中止したと 
きなどは、充電回数としてカウントされない場合び 
お0ます。 


® 最終使用年月 

はじめに取り付けたバッテ U —の最終使用年月で 
す。 

「月」「年(西暦の下 二 巧)」の順に表示されます。カレ 
ンダー未設定のビデオカ六ラで使用した場合は「-- 
_一」として表示されます。_ 

® 総巧電時間 

_あとから取り付けたバッテリーの総充電時間です。 

⑤ 巧電回数 

_あとか5取り付けたバッテリーの充電回数です。_ 

⑥ 最終使用年月 

あとか5取り付けたノ くッテ U —の最終使用年月で 
ず。 


巧電終了後に表示切替ボタンを巧ず。 

充電終了後は表示内容び自動的に切り誓わりません。表示切督ボタンを押すごとに、下記のよラに表示び切 
り誓わります。表示切督ボタンを押してから約5秒び経過すると、①の状態に戻ります。 



® 充電び終了した状態です。充電モード切り誓えスイッチび 「 NORMALCH 八 RGE 」 の場合は、バッテリー 
マークに 「 NORMAL 」 び表示されます。 


©使用可能時間 

_はじめに取0付けたバッテ U —の使用可能時間です。 

⑤ 使用可能時間 

あとから取0付けたバッテ U —の使用可能時間です。 


® 総巧電時間 

はじめに取0付けたバッテ U —の総充電時間です。 


⑤巧電回ぉ々 

はじめに取0付けたノ くッテ U —の充電回数でず。 


©最終使用年月 

_はじめに取り付けたバツテ U —の最終使用年月です。 

③総充電時間 

_あとから取0付けたバツテ U —の総充電時間です。胃 

@巧電回数 

あとから取0付けたノ（ッテ U —の充電回数でず。 


@最終使用年月 

あとから取り付けたノ（ッテ U -の最終使用年月です。 


ごま意 

• 表示時間は25むの室温で充電したときの目安です。使用環境によって実隙の時間と異なる場をびあります。また、 
バッテリーの状態によっては、時間び表おされない場合びありますび、故障ではありません。 

• 充電を開始してから時間表おするまで、しば b く時間びかかることびあります。 

• 充電していない側のバッテ U —は、時間やバッテ U —残量表示までに時間のかかる場をびあります。 

• 新品のバッテ U —で使用可能時間を表示するには、お使いのビデオカメラなどにバッテ U —を取り付け、20秒程 
度ご使用ください。そのあと、本機に取り付け、充電を開始してください。 

• 満充電済みのバッテ U - を取り付けると rTIMETOQHG FULL 1 H 」 （満充電終了まで1時間)の表示び出ることび 
ありますび、故障ではありません。 

• 政下のときは、時間/ LOG 表示び「-」になったり、時間の表示にずれび生じることびありますび、故障で 

はありません。 

一 表示時間と実際の充電時間にずれび生じたとさ(そのまま満充電まで充電を続けてください。） 

インフォ U チウム"バッテリーではないとき(使用可能時間表おなどの磯能はありません。） 

-最終使用年月び不明のとき(バッテ U —をビデオカメラへ取り付けても電源を入れなかったり、ビデオカメラ 
のカレンダーび未設定の場をなど） 

一実用充電終了か b 満充電終了までの間に、本磯か日バッテ U —を取りはずした場合 
(実用充電終了から満充電終了までは約1時間です。） 

一長時間使用していないバッテ U —を充電する場を(一度、満充電まで充電して < ださい。） 

なお、バッテ U - を2個取り付けた場合、どち5かのバッテ U - び上記の状態であれば同じ症状び生じることびあ 
0ます。 

• "BATTERY LOG " 表示は、リチャージャブルバッテ U - パック NP - 巧7日、 NP - F 770、 NP - F 570 を対象としていま 
す。その他のバッテ U —では表おでさる内容に制限びあります。 


力ーバッテリーコード ( DCC - VQ 1 ) 

入力電圧 DC 12 V /24 V 

ヒューズの定格 125 V 4 A 

コードの長さ 約 1.5 m 

質量 約 80 g 

同個物 

AC アダプター/チャージャー ( AC - VQ 10 引 D 本体) 

電源コード . 

接続コード ( DK -215) ■ 

接続コード ( DK -415) ■ 

力ーバッテリーコード ( DCC - VQ 1). 

印刷物 一式 


付属の電源コードについて 

付属の電源コードは、本機専用です。他の電気機器には使用できません。 

仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することびあ0ますび、ご了承ください。 


ヒュ ーズの交換のしかた 

カーバッテ U - コード ( DCC - VQ 1) のシガレットライタープラグ部分にはヒューズび入っています。 

力ーバッテ U -〕ー ド ( DCC - VQ 1) び正常に動作しないときには、ヒューズび切れていないか確認してくだ 
さい。 

ヒューズび切れた場合は、ソニーの相談窓□などにて同じ定格のヒューズ (4 A 125 V ) をお求めになり、交換 
して < ださし、。 

1シガレツトライタープラグ部分の巧端を回してはずず。 

八 


2 ヒューズを取り出ず。 


3 新しいヒューズを入れ、プラグ先端を元通りにしっかりしめる。 


故障かな？とおった S 


もラ1度点検してみましよラ。それでも正常に動作しないときは、ソニーの相談窓□にご相談ください。 

ビデオカメラなどび動作しない 

• 電源プラグびコンセントか5はずれている。 

カーバツテ U - コード （ DCC - VQ りびシガレットライターソケットか5はずれている。 

ーコンセント、シガレットライターソケットに差し込む。 

• 接続コードを正し < 接続していない。 

-* •正しくつなぐ。 

• 出力切替スイッチびに HARGE 」 になっている。 

一 「 VCR / CAMERA 」 にする。 

バッテリーの巧電び行われない 

• 出力切替スイッチび 「 VCR /〔 AMERA 」 になっている。 

一に HARGE 」 にする。 

バッテリーの残量び巧分あるのに電源びずぐ切れる、または残量表示時間とずれび生じる 

• バッテ U —を使いさってか5、ちラー度満充電する。 

— 残量び正し < 表示されます。 

表示切替えび行われない 

—「使巧可能時間表おについてのごミ主意」をお読みください。 

表示窓に" Lo " と表示される 

• ほ湿になっているバッテ U —を装着したり、 icrc 〜3日での推奨充電温度範囲よりおい温度で充電ずると、下記 
のよラに表おされる場合びあります。この場を、充電は行われますび、このままの状態び続くとバッテ U —保護 
のために"充電待機"（下記参照)になったり、充分な充電び行われないことびあります。 icrc 〜30での推奨充電 
温度範囲で充電することをおすすめします。 


可 


本機の巧電ランプには liTF の2つの点滅パターンびありまず。 

速い点滅 . 約0.15秒の点灯と消灯を繰り返す 

遅い点滅 . 約 1.5 秒の点灯と消灯を繰0返す 

充電ランプび点滅した場合は、_1处下の文章を確認して、適切に対処してください。点滅のパターンによって対処の 
方法び異なります。 

巧電ランプび遅い点滅を繰り返し、表示窓に" WAITING " と表示される 

充電び一時停止した待機状態になっています。 

室温やバッテ U —の温度び充電に適した温度範囲外のとを、自動的に充電び一時停止されます。 

充電に適切な温度の範囲巧に戻ると、充電ランプび点口し充電び再開されます。 

バッテ U —の充電は、周囲温度び10む〜30での環境で行うことをおすすめします。 


InfoLITHIUM 

WAITING 


H 


可 


InfoLITHIUM 

WAITING 


LCl 

□ M 


おかへお持ちになる方へ 

本機は100 V -240 V のワールドワイド対応です。 

本機を海外旅行ちの電子式変圧器 （ h ラベルコンバーター)に接続しないで<ださい。発熱や故障の原因 
となります。 


主な仕様 

AC アダプター/チヤージヤー ( AC - VQ 1051 D ) 


定格入力 

AC 100 V -240 V 50 HZ /60 HZ 22 W 

DC 12 V /24 V (マイナスアース車専用） 

定格出力 

DC 8.4 V 2.0 A ( VCR / CAMERA ) 
DC 8.4 V 1.6 A 0： HARGE ) 

動作温度 

0で〜40む 

保存温度 

一20で〜+60で 

外形寸法(約） 

123 mmX 53 mmxi 35 mm 
(幅/高さ/輿巧を）（最大突起物を除く） 

質量 

約400 a 


巧電ランプび速い点滅をして、表示窓に" WARNING " と表示される 

下のような場合、1度目の充電では" WARNING " び表示される場合びあります。その場合は1度本機 
か!5バッテ U — 対まずし、再度充電を行ってください。 

①長時間バッテ U —を放置した場合 

© 長時間バッテ U —をビデオカメラ本体に取り付けたまま放置した場合 
③バッテ1」一をお買い上げ直後 


それでち" WARNING " び表示される場合、政下の手順に従って確認してください。 



保証書とアフターヴービス 

保証書について 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際、お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存してください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービスについて 

調子び悪いときはまずチエックを 

この取扱説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いときは 

ソニーの相談窓□にご相談<ださい。 

ご相談になるときは、次のことをお知5せください。 

♦型名： AC - VQ 1051 D 
♦故障の状態：でさるだけ詳し< 

♦お買い上げ曰 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳し<は保証書をご覧<ださい。 

記録内容の補償はできません 

万一、本機の不具合により記録や再生びされなかった場合、画像や音声などの記録内容の補償については、ご容赦く 
ださい。 


よくあるお P 马し、合わせ、解ミ央方法などは、 http://www.sony.co.jp/support 



、 ~~~ S \— / \ — / 


ソニー株式会社〒1日 8-007 己東京都港区港南1 -7-1 















































































































































